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Ⅰ.事業概要 

１.テーマ

障害者が安心して仕事に集中できる「calm  down ROOM」の設置

２.事業概要

（１）モニター評価チーム

①支援機器製造事業者：

・大成段ボール株式会社 岩﨑晃介

・株式会社コムフレンド 佐藤忠弘

②仲介者：

・香川大学附属支援学校 佐藤先生

・香川大学 学生支援センター バリアフリー支援室 坂井教授

③モニター評価者：

・あなぶきパートナー株式会社 施設管理者：吉松様、利用者：千馬様

（２）製品概要

2022年 8月より、株式会社コムフレンドにてパーテーションとして商品化してい

た「cozyxパネル LL型 8枚組 1式」及び「cozyxパネル L型 8枚組 1式」の販

売を継続していました。2025年 6月から大成段ボール株式会社で製造、供給して

おります。

両社は、従来製品を生かして、より世の中で活用してもらえるような機能性を持

った製品にできないかと考え、障害者が安心して仕事に集中できる「CALM DOWN

ROOM」を開発しようと両社の方針が一致しました。

従来の「cozyxパネル LL型 8枚組」ではパーテーション（三方を囲う壁面パネル）

として使用するタイプでしたが、今回開発する「CALM DOWN ROOM」では従来の 8

枚組をベースにパネルを 1 枚追加して 9 枚組とし、さらに天板を 1枚追加するこ

とで ROOM型にすることが実現できました。（次ページ図参照）
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    従来型（パーテーション型）        新型「CALM DOWN ROOM」（ルーム型） 

 

 

この商品の素材は、「Re-board」というスウェーデン原産の紙素材で出来ており、 

軽くて丈夫で 100%リサイクル可能で環境にも配慮された商品であります。 

また、屋根・天板・床材に段ボール素材を組み合わせることで、十分な強度を確保 

しながらコストを抑えることが可能となり、誰もが親しんでもらえるようなデザイ 

ンを取り入れた「CALM DOWN ROOM」が完成しました。 

特徴としましては、周りの気になる雑音が遮断され、障害者が作業や休憩中に落ち

着ける空間にすることが実現でき、仕事を長く続けていく上での手助けになると考

えています。 

 

 

（３）モニター評価の概要 

 

① 実施期間 

令和 7年 9月 17日 ～ 令和 8年 1月 28日（ 90日間） 

 

② 実施対象 

精神障害、身体障害、知的障害を持つ、19～52歳の男女約 22名 

 

③ 評価方法 

製品を施設内に設置して、就労中に使用していただき、利用前と利用後の効果を検証

します。 

障害者の進路指導の知見を持った香川大学附属支援学校の先生にご参加いただき、 
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利用者との面談や製品改良についてのアドバイスをいただきました。 

評価結果は利用者でも答えやすいように主に 5段階評価のアンケート方式で集計 

しました。 

 

④ 評価項目 

・利用前と利用後の心的ストレスの変化 

・利用前と利用後の作業効率の変化 

・パネルの組み合わせを変えたときの変化 

（遮閉式利用とルーム式利用での効能変化） 

・旧タイプ（木製）と新タイプ（Re-board製）を比較する 

 

Ⅱ.事業報告 

１.背景  

近年、障害者支援機器の販売は、新規の製品が少ないことや、スマートフォ

ンの普及により減少傾向にあります。しかしバリアフリーが普通の世の中にな

り、 

2002 年に株式会社コムフレンドが提唱した、「cozy room を中心にした COZY プ

ロジェクト」（別紙５参照）が普通にある世の中になりました。この背景には 2018

年～2020年にかけて、cozy room（calm down 対応）が成田空港様から 3種類 6

式の受注を頂き、東京オリンピック開催にあわせた取組に「バリアフリー貢献

賞」が 2021年に国土交通省から授与されました。 

最近の事例では、福岡市の教育委員会様に市内の支援学校 5 校に向けてハイ

グレードな機種（1式およそ 60万円）を 2025年 1月に 5式納品いたしました。 

しかしながら、我々のような事業者は、「安くて良いモノを社会に供給する」 

ことは使命だと考え、この観点から今回の開発テーマは必要不可欠な課題で 

ありました。 

 そこで、コムフレンド社は、強くてコストの安い素材である「Re-board」及

び「段ボール」といった 100%リサイクル可能な紙素材で作ることを考え、素材

の取り扱いのある大成段ボール株式会社にご相談をいただきました。また、コ

ムフレンド社は長年、香川大学の坂井教授と協同で障害者支援機器の開発（別

紙４参照）に取り組まれており、障害者に知見を持った香川大学の先生と附属

支援学校の先生のアドバイスをいただくためにご協力をお願いし、この度の支

援プロジェクトでは、ご縁があった地元香川県で、開発者・仲介者・モニター

評価者のプロジェクトチームを結成し、開発を進めるに至りました。 

 

２.目的 

私どもは、就労者が作業中にパニックになったり、落ち着かなくなったとき 

に、集団から離れて個人だけで過ごせる環境づくりが大切だと考えています。 

その支援機器の 1つとして、就労者が安心して過ごすことが出来る駆け込み 

部屋として「calm down space」を提案します。 

開発にあたり、１で述べました「安くて良いモノを社会に供給する」、この 

想いのモノが自社の事業領域に存在することに 2025年 3月になり気づいた次第

です。いかにコストを抑えて良い製品が生み出せるかを考えた結果、現在パー
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テーションとして商材化している「cozyx パネル LL 型 8 枚組」をベースとし、

パネルを 1枚追加して 9枚組とし、さらに天板を 1枚追加すれば理想とする ROOM

型にすることが実現できるのではないかと考え、開発に着手しました。 

こうすることで今まで 8枚組を使っていた利用者もオプションでパネル 1枚と 

天板 1 枚と留め具を追加すれば ROOM 型に変更することも可能となり、安価で

「CALM DOWN ROOM」が実現できるというメリットが生まれました。 

本事業では、実用性がある就労支援機器として世の中のお役に立ちたいとい

う想いで取り組ませていただきました。 

 

３.実施内容 

本事業では、開発者、製造者、研究者、利用者がチームとなり、「安くて良い

モノを社会に供給する製造業者」この観点から今回の開発に着手しました。 

モニター評価協力をいただいた「あなぶきパートナー様」で令和 7 年 9 月～

12 月までの間、「CALM DOWN ROOM」の旧タイプ（木製）と今回新しく製作した

新タイプ（紙製）を 2台設置して、施設の利用者には 90日間にわたりそれぞれ

使用した感想についてアンケート及びヒアリングを行いました。また製造者で

ある大成段ボール株式会社は計 10回の訪問で機器の試作・改良を行いました。 

 

 

          左が新タイプ（紙製）、右が旧タイプ（木製） 

 

① 機器製造者の実施内容 

 

機器の設計・開発 

・大成段ボール株式会社の社内にて、CAD ソフトを使用し機器の設計を行い、カッテ

ィングマシンで機器の試作を行いました。 

・機器の問題点を現地で抽出し、利用者や仲介者のみなさまのご意見も参考にして、
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改良をするという作業を繰り返し実施しました。 

旧製品の課題 

・木製なので重たく持ち運びがしにくい 

・パーツ点数が多く、荷物の発送に苦労する（送料が 3～4万と高くつく） 

・ネジや留め具を多用するため、組立てが大変 

・価格が数十万となるため、手が届きにくい 

試作で実施したこと 

・四方の壁を木製から Re-board（紙製）に変更し、軽量化と低コスト化した 

（既製品の cozyxパネル LL型 8枚組を流用した） 

・天板を木製（シナラン材）から強化段ボール素材に変更し軽量化と低コスト化した 

・ネジや留め具を極力減らし、誰でも簡単に組立てや分解ができる構造とした 

試作での課題 

・段ボール製だと天板に歪みが出てしまう 

・木製に比べて強度が落ち、グラグラして不安定だった 

・ネジを使わず金具でパネル同士を挟み込む構造としたため、中で人が製品に触れる

ことによりパネルを留め具で接続している所が緩み、パネルとパネルの隙間が出来

ることがしばしば発生した 

・室内が暗く、本などが読みにくい 

・形がシンプルすぎて誰からも親しんでもらえないデザインである 

試作で改善・改良したこと 

・天板の材質を段ボールで最も強度のある 10mm 厚の強化 2 層段ボールの 2 枚貼り合

わせた天板に変更した（図 1参照） 

・新たに底板を追加して、底板と天板にてパネルを挟み込むように改良し、パネルを

がっちりと隙間なく固定することができた（図 2参照） 

・パネル同士を繋ぐ SUS 製の留め具の支持力を強くするため、L 型留め具のはめ込み

深さを 10mm→25mm に変更し、S 型留め具のはめ込み深さを 10mm→30mm に変更した

ことにより、安定性が増し、課題を克服できた（図 3参照） 

・室内にスイッチ式のライトを設置し、利用者が必要に応じて明るくしたり暗くした

りできるようにした  

また好みのカラーを選んで楽しめるライトも設置した（図 4参照） 

・段ボール製の屋根（オプション品）を追加し、立体感のあるハウス型に改良した 

（図 5参照） 

 

  

 

 

 

図 2.段ボール製の底板 図 1.強化 2 層段ボール 

製の天板 

図 3. SUS 製留め具 

 

S 型留め具 

L 型留め具 

深さを 10→25mm に変更 

深さを 10→30mm に変更 
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② 仲介者及び施設管理者（モニター施設）の実施内容 

精神障害、身体障害、知的障害を持つ利用者を対象に、CALM DOWN ROOM を使用したと

きの感想を、主に５段階評価でアンケートを実施しました。 

また、施設管理者にも主に５段階評価で同様にアンケートを実施しました。 

都度、気づき点や改善点をアドバイスいただきました。 

 

利用者向けアンケート評価項目 

・CALM DOWN ROOM（以下機器と表記）使用後、気持ちは落ち着けたか 

・機器使用後、集中して仕事ができたか 

・機器に入っているとき、周りの音や人の気配などは気にならなかったか 

・機器は使いやすいと思ったか 

・これからも機器を使っていきたいと思ったか 

・機器に入ったとき、だいたい何分位い滞在したか 

・機器の中で、どのようにすごしたか 

・機器を使っていて、困ることはあるか 

・旧型と新型を比較してどうだったか 

・何か気づき点や改善点などあったか 

 

施設管理者向けアンケート評価項目 

・機器を使用した職員は使用後、作業効率や集中度に違いがみられたか 

・機器を使用したとき、使用した職員が仕事に復帰する時間は普段と比べて違いが見

られたか 

・機器を設置することで、職員に対する支援・指導の時間や頻度に変化は 

あったか 

・機器を設置することで、職員とのコミュニケーションに変化はあったか 

・機器を設置することで、職場の雰囲気に変化はあったか 

・設置・運用で困ったことはあったか 

・これからも機器を使っていきたいと思ったか 

 

 

 

 

 

図 5. 屋根形状 図 4. 室内のライト 
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③ テクノエイド協会様のインタビュー動画の撮影協力 

1/13（火）11:00～13:00 に、applibooks 撮影スタッフ様からのインタビューを受け

させていただきました。 

インタビューの内容は、機器の開発にあたっての経緯、開発で工夫したこと・苦労し

たこと、利用者の感想、今後実現したいことなどを発表させていただきました。 

詳細については、動画が公開されましたらそちらでご視聴お願い申し上げます。 

 

 

４.実施結果 

 

支援機器の完成品について 

 

課題をクリアするために、仲介者・開発者・利用者からさまざまなご指摘をいただ

き、試作・改良を繰り返した結果、コスト面、強度面、デザイン性、機能性、耐久性

を満足する製品が完成しました。（下図参照） 

 

・コスト面・・・予定していた価格内に抑えることができた 

・強度面・・・強化段ボールを使用した上下の板で挟み込む構造とし、更に留め具

を改良することで、紙製ながらも木製のように強度を持った製品に

することができた 

・デザイン性・・・誰からも親しみやすいハウス型を取り入れ、造形の自由度の高

い段ボールを使用することで、理想の形が実現できた 

・機能性・・・組立式とすることで、全国どこにでも気軽に発送できて、保管 

       も持ち運びもし易く、一人でも簡単に設置できるものができた 

       また、部屋の中の内壁が白いので、程よくうす暗く落ち着ける空間

になった 

・耐久性・・・90日間設置し、機器の破損や事故も無く、安全性・耐久性が確認で

きた 

 

 機器完成品の外観 
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モニター施設へのアンケート結果について 

 

・主な項目のアンケート結果 （詳細は別紙１参照） 

 

① 利用者自身のアンケート結果 

 

 
 

上グラフの通り、ほとんどの利用者から機器について良い評価をいただきました。 

また、継続して機器を利用したいとのお声をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

② 施設管理者へのアンケート結果 （詳細は別紙２参照） 

 

・利用者が機器を使用することで、以前より仕事に集中できるようになった 

また、管理者も利用者を注視する頻度が減り、自分の仕事に集中できるように 

なった 

・利用者が精神的に不安定になったとき、仕事に復帰するまでの時間が以前より 5～

10分短縮された。 

・機器を利用することで以前に比べ利用者を支援・指導する時間と回数が減った 

・機器を利用することで、職員とのコミュニケーションが良くなり、職場の雰囲気が

良くなった 

・機器の設置・運用で困ることは特になかった 

・これからも心や頭をリセットする場所として機器を利用していきたいと思った 
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③ 機器利用後の出来事・気づき点 

 

・事務所にハチが入ったとき、利用者がパニックになり文句を言っていたが、 

5分間機器に入ると文句をあまり言わなくなった 

・朝出社して機器に少し入ると仕事に集中できる 

・周囲の音もほとんど気にならないので、防音効果があり落ち着ける空間だと 

感じた 

 

 

５.今後の予定 

 

 今後のビジネス展開については、大成段ボール株式会社と株式会社コムフレンドの 

両社が日常的にパートナーとして「安くて良いモノを社会に供給する」、この基本路

線を継続することであります。 

そのためには、WEB 情報を共有してより多くの関係先（一般企業、特例子会社、就労

支援施設、支援学校、機器取扱い商社など）に必要な情報を届けられる仕組みづくり

が必要です。 

WEBサイト・SNS・チラシを活用し、より多くの方々に機器を知ってもらえるよう展開

していきたいと考えています。本事業でご縁があったあなぶきパートナー様にも引き

続きご協力をお願いして、広報活動に取り組んで参ります。 

テクノエイド協会様にはこの度の機器開発の助成をいただき感謝申し上げます。引き

続きご指導を賜りますようよろしくお願いを申し上げます 

 

以上 
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カームダウンルーム　使用後　アンケート結果
週1回、利用者（精神障害者・知的障害者）の方を対象に、項目ごとにカームダウンルームを使用しての感想を

5段階評価でアンケートをとる

１．カームダウンルーム使用後、気持ちが落ち着けたか ６．カームダウンルームに入ったとき、何分ぐらいいたか

項目 集計結果 項目 集計結果

①落ち着けなかった 0 ①１～５分 16

②あまり落ち着けなかった 2 ②６～10分 3

③どちらともいえない 11 ③１１～15分 0

④少し落ち着いた 6 ④16～20分 0

⑤落ち着いた 18 ⑤20分以上 1

2．カームダウンルームを使った後、集中して仕事ができたか 7．カームダウンルームの中でどのようにすごしたか

項目 集計結果 項目 集計結果

①集中できなかった 0 ①何もせずに座る 9

②あまり集中できなかった 0 ②好きな音楽を聞く 2

③どちらともいえない 10 ③本を見る（絵本・マンガなど） 0

④少し集中できた 5 ④横になる（寝る） 5

⑤集中できた 18 ⑤その他 5 目を閉じて呼吸する

スマホで動画やLINEをみる

項目 集計結果 項目 集計結果

①気になった 1 ①ある 0

②少し気になった 1 ②ない 16

③どちらともいえない 3

④あまり気にならなかった 4

⑤気にならなかった 28

４．カームダウンルームは使いやすいか

項目 集計結果 項目 集計結果

①使いにくい 1 ①新型（紙製） 11 直感的に入りたい、入りやすい

②少し使いにくい 1 ②旧型（木製） 6 新型よりも広いから男性は入りやすい

③どちらともいえない 8 紙製よりも暗いから無になれる

④少し使いやすい 6

⑤使いやすい 20

５．これからもカームダウンルームを使っていきたいか 10．その他気づき点や改善点について

項目 集計結果 ・防音室みたいで落ち着ける

①使いたくない 2 ・タイマーがあればいい（例えば10分経過したら出てきてと

②あまり使いたくない 2  伝えておけるから）

③どちらともいえない 10 ・事務所にハチが入ったときパニックになり文句を言っていたが、

④どちからといえば使いたい 6  5分入ると文句をあまり言わなくなった

⑤使いたい 18 ・落ち着きを取り戻すには良い空間

・真っ暗なので、ライトがあった方が良い

アンケート結果から分かったこと

・ほとんどの利用者がカームダウンルームは落ち着ける空間だと感じた

・朝出社してカームダウンルームに少し入ると仕事に集中できる

・周囲の音もほどんど気にならないので、防音効果がある

・カームダウンルームは気軽には入れて使いやすい

・これからも使っていきたい

・１～５分の短時間使用することが多い

・何もせずに座ったり、スマホや音楽を聞くことが多い

・あって困ることはない

・紙製で白色の新型のほうが清潔感があって直感的に入りたいと思う

３．カームダウンルームに入っているとき、
周りの音や人の気配などは気にならなかったか

8．カームダウンルームを使っていて困ることはあるか

9．カームダウンルームの新型（白色の紙製）と
旧型（木製）のどちらが合っているか

12



13



14



15



16



17



18



19



20



21




